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•アプリケーションセントリックインフラストラクチャのレイヤ 4～ 7サービスの導入に
ついて（1ページ）

•レイヤ 4～レイヤ 7サービスデバイスについて（2ページ）
•サービスグラフテンプレートについて（2ページ）
• GUIを使用したレイヤ 4～レイヤ 7サービスの設定（3ページ）

アプリケーションセントリックインフラストラクチャの

レイヤ 4～ 7サービスの導入について
従来の方法を使用する場合、サービスをネットワークに挿入すると、手間がかかって複雑な

VLAN（レイヤ 2）または仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンス（レイヤ 3）ス
ティッチングを、ネットワーク要素およびサービスアプライアンスの間で実行する必要があり

ます。この従来のモデルでは、アプリケーションに対する新規サービスを配備するのに数日か

ら数週間かかります。サービスには柔軟性が少なく、操作エラーはより頻繁に発生し、トラブ

ルシューティングはより困難です。アプリケーションが使用されなくなる場合、ファイアウォー

ルルールなどのサービスデバイス設定の削除は困難になります。ロードに基づいたサービス

のスケールアウト/スケールダウンを実行することもできません。

VLANおよび仮想ルーティングおよび転送（VRF）スティッチングは従来のサービス挿入モデ
ルによってサポートされますが、Application Policy Infrastructure Controller（APIC）はポリシー
制御の中心点として機能する一方でサービス挿入を自動化できます。CiscoAPICポリシーは、
ネットワークファブリックとサービスアプライアンスの両方を管理します。Cisco APICは、
トラフィックがサービスを通って流れるように、ネットワークを自動的に設定できます。Cisco
APICは、アプリケーション要件に従ってサービスを自動的に設定することもでき、それによ
り組織はサービス挿入を自動化し、従来のサービス挿入の複雑な技術の管理に伴う課題を排除

できます。

開始する前に次の Cisco APICオブジェクトを設定する必要があります。

•レイヤ 4～ 7サービスを提供/消費するテナント

•テナントのネットワーク外部のレイヤ 3
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•最低でも 1個のブリッジドメイン

•アプリケーションプロファイル

•物理ドメインまたは VMMドメイン

VMMドメインについて、VMMドメインのクレデンシャルを設定し、vCenter/vShieldコン
トローラプロファイルを設定します。

•カプセル化ブロック範囲を持つ VLANプール

•最低でも 1個の契約

•最低でも 1個の EPG

次のタスクを実行し、レイヤ 4～ 7サービスを展開します。

1. デバイスおよび論理インターフェイスを登録します。

このタスクでは、具象デバイスと具象インターフェイスも登録します。

2. 論理デバイスを作成します。

3. オプション。ASAファイアウォールサービスを設定している場合は、デバイスでトランキ
ングを有効にします。

4. デバイス選択ポリシーを設定します。

5. サービスグラフテンプレートを設定します。

6. 契約のサービスグラフテンプレートを添付します。

仮想アプライアンスは、VLANを使用して VMware ESXサーバとリーフノード間にトラ
ンスポートとして導入できますが、ハイパーバイザとして導入する場合は VMware ESX
のみが使用できます。

（注）

レイヤ 4～レイヤ 7サービスデバイスについて
レイヤ 4～レイヤ 7サービスデバイスは、ファイアウォール、侵入防止システム (IPS)、ロー
ドバランサなどのファブリックに接続される機能コンポーネントです。

サービスグラフテンプレートについて
Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）では、特定のタイプのファイアウォールとそれに
続く特定のモデルおよびバージョンのロードバランサといった一連のメタデバイスを定義でき

ます。これはサービスグラフテンプレートと呼ばれ、抽象グラフとも呼ばれます。抽象サービ

スグラフテンプレートがコントラクトによって参照されると、サービスグラフテンプレート
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はファブリック内に存在するファイアウォールやロードバランサなどの具象デバイスにマッピ

ングすることでインスタンス化されます。マッピングはコンテキストの概念で発生します。デ

バイスコンテキストは、Cisco ACIがどのファイアウォールとロードバランサを抽象グラフに
マッピングできるかを識別可能にするマッピング設定です。もう1つの重要な概念は、具象デ
バイスのクラスタを表す論理デバイス、つまりデバイスクラスタです。サービスグラフテン

プレートのレンダリングは、コントラクトによって定義されるパスに挿入可能な適切な論理デ

バイスの識別に基づいています。

Cisco ACIはサービスをアプリケーションの重要部分として見なします。必要なサービスは、
Cisco Application Policy Infrastructure Controller (APIC)から Cisco ACIファブリックにインスタ
ンス化されたサービスグラフとして見なします。ユーザは、アプリケーションに対してサービ

スを定義し、サービスグラフテンプレートはアプリケーションが必要とする一連のネットワー

クまたはサービス機能を識別します。グラフを Cisco APICに設定すると、Cisco APICはサー
ビスグラフテンプレートで指定されたサービス機能要件に基づいてサービスを自動的に設定

します。さらに Cisco APICは、サービスグラフテンプレートで指定されたサービス機能の
ニーズに応じてネットワークを自動的に設定しますが、これによってサービスデバイスでの変

更が必要になることはありません。

GUIを使用したレイヤ 4～レイヤ 7サービスの設定
次のリストは、GUIを使用してレイヤ 4～レイヤ 7サービスを構成する方法の概要を示して
います。

1. デバイスを構成します。

GUIを使用したレイヤ 4～レイヤ 7サービスデバイスの設定を参照してください。

（オプション）デバイスを変更します。

GUIを使用したデバイスの変更を参照してください。

2. サービスグラフテンプレートを設定します。

GUIでサービスグラフテンプレートを構成するを参照してください。

3. エンドポイントグループ（EGP）にサービスグラフテンプレートを適用します。

「GUIを使用したエンドポイントグループへのサービスグラフテンプレートの適用」を
参照してください。
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cisco-apic-layer-4-to-layer-7-services-deployment-guide-60x_chapter3.pdf#nameddest=unique_10
cisco-apic-layer-4-to-layer-7-services-deployment-guide-60x_chapter3.pdf#nameddest=unique_11
cisco-apic-layer-4-to-layer-7-services-deployment-guide-60x_chapter6.pdf#nameddest=unique_12
cisco-apic-layer-4-to-layer-7-services-deployment-guide-60x_chapter6.pdf#nameddest=unique_13
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


